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 私たちが暮らすまちには道路、公園、広場、

上下水道等のインフラ設備、公共施設など多様

な都市施設が存在しますが、その一つである公

園を積極的に活用し、地域に開かれた保育園を

志向して活動を続ける保育園の取り組みと、そ

の保育園が利用している福岡市の制度をご紹介

いたします。

　公園のような公共スペースは、利用ルールが

決まっているがために、ある程度定型化された

利用法しかできないものと思い込んでいました

が、新しい可能性を少し感じさせてもらったこ

とを共有したいと思います。

●公園に隣接する保育園

　ご紹介するのは福岡市中央区薬院伊福町の

「いふくまち保育園」と、すぐそばにある「ごしょ

がたに保育園」（以下、( い ) 保育園、( ご ) 保

育園）です。薬院伊福町は、福岡市中心部の西

鉄天神駅から約 1.5km、福岡市地下鉄の薬院大

通駅から約 500m で、周りにはビルが立ち並ん

でいます。( い ) 保育園は、面積約 500 ㎡の福

岡市古小烏（ふるこがらす）公園に隣接するテ

ナントビルの 1 階にある、企業主導型保育園と

して開設された定員 19 名の保育園で、開設後 5

年ほど経過したところです。まず、( い ) 保育

園が開設され、古小烏公園での活動を通じ知り

合ったご近所の大家さんに誘われ、数年後、徒

歩1分ほど離れたビルの1階に (ご )保育園（定

員 30 名）が開設されました。

　運営するのは、どちらも酒井咲帆さん。彼女

は、「子どもとともに過ごすことは、大人にも

大きな学びをもたらし、子どものいる風景は多

様な人どうしをつなぐ力になる」と考え続けて

きました。保育園運営の基本を「保育園は暮ら

しの場『生きる力』を磨く」、「自然や芸術や食

事など、本物に出会う」、「まちと一緒に育ち合

う」の 3 つとし、考えに賛同する約 30 名の保

育士、保育支援員、看護師、調理員などとともに、

両保育園の運営にあたっています。

●拠点とする公園の積極的利用と地域交流

　両保育園に通う子どもたちは、古小烏公園を

様々に活用しています。毎日、公園で外遊びの

時間を過ごし、公園の草取りや花の植え替えを

行います。その他、コロナ禍が続くなかで計画

的に実施できなかったこともありましたが、豆

まきなどの年中行事や夏のプール遊び、地域の

高齢者が定期的に行うラジオ体操への参加、公

園で行われたマルシェへの出店などです。

　「みんなが居心地よく過ごせる公園であるた

めの管理の一端を楽しみながら行い、その公園

を利用させてもらい、まちとともに成長する保

育園でありたい。公園を利用できることで子ど

もたちの活動に広がりが生まれ、その活動を通

じて子どもの豊かさを地域にも提供し、つなが

りを育んでいきたい。」と酒井さんは語ります。

　「保育園にも一歩足を踏み入れてもらいたい」

とはいうものの、街なかの保育園に部外者が突

見・聞・食

まちの公園を活用して、
地域に開くことを志向する保育園の
取り組みと、使用している制度に

ついての紹介
福吉　聡子

古小烏公園に隣接するいふくまち保育園 いふくまち保育園の様子（内部）
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然訪問することはあまり現実的ではありませ

ん。独自の園庭を持たないが故の活動でもある

と思いますが、日常的に公園を拠点に活動する

ことで、通りがかった人に声をかけられたり、

地域の人たちとともに活動したりするなど、保

育園の中と外を緩やかにつなぐことが可能に

なっています。

●公園から少しずつ広がるつながり

　公園での活動を通じ、少しずつつながりの輪

が広がっています。先述しましたが、公園での

ラジオ体操などを通じ知り合った大家さんに声

をかけられ、（い）保育園から 50 ｍほど離れた

場所にあるテナントビル１階の店舗が退居した

後に、2件目の（ご）保育園が開設されました。

　また、昼間利用されていなかった近所の剣道

場の空き時間を雨天遊び場として利用していま

す。その他、公園の管理活動を知って花の苗を

寄付して下さる方もいるそうです。 

　これらは、単純に地域が善意でサポートして

くれるというだけではなく、空きテナントを利

用しテナント料を支払い、施設の空き時間を利

用することで利用料を支払い、また廃棄される

かもしれなかった花の苗を引き取って有効に活

用したということでもあり、地域の小さな循環

を生み出しています。

●利用の気遣い

　拠点として古小烏公園を利用している両保育

園ですが、学校の長期休みなど地域の子どもの

利用が予想されるときには、周辺の複数の公園

を利用しています。

　また、最も気を配っているのは、「みんなの

古小烏公園」であるので、独占しないのは当然

ですが、後述するように、公園が心地よく過ご

せる場所であるように管理したり、公園での活

動について情報を発信したりすることです。

●公園の維持管理を担う愛護会

　さて、公園を積極的に活用している両保育園

ですが、酒井さんは、福岡市の「公園愛護会」

の制度により「古小烏公園　愛護会」を設立し、

草取り、花壇の手入れ、清掃などを子どもたち、

保護者、職員、地域の人とともに行っています。

　公園愛護会は、都市公園の清掃・除草等の日

常的な管理を自発的に行うボランティア団体と

して、福岡市が結成を呼びかけているもので、

公園周辺の町内会、自治会、老人会、子ども会

等を中心に結成されています。1 公園 1 愛護会

が原則で、中央区内には公園が大小取り混ぜて

およそ 130 ありますが、現在のところ、愛護会

はそのうちの約 61％で結成されているそうで

す。基本的な活動は次の通りです。

　この活動には、面積に応じ報奨金が交付され

ています。

　また基本活動に加え次のような選択活動の制

度もあります。上記の報奨金に、活動に応じ加

けん・ぶん・しょく

公園愛護会　基本活動

・月 1回以上の公園の除草・清掃

・月 1 回以上の遊具等の調査点検、点検結果の

報告

・公園の利用者に対する、利用上の注意・指導

愛護会活動面積（㎡） 年額（円）

1,000 未満 28,000

1,000 以上～ 2,000 未満 30,000

2,000 以上～ 3,000 未満 32,000

3,000 以上～ 4,000 未満 34,000

4,000 以上～ 6,000 未満 36,000

6,000 以上～ 8,000 未満 38,000

8,000 以上～ 10,000 未満 40,000

  10,000 以上 42,000

古小烏公園
を活用する
様子
（左から、
プール、
豆まき、
マルシェ）
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算されることになっています。

●公園利用のルール

　福岡市の分類によれば、古小烏公園は「0.1

へクタール未満の、主として街区内に居住する

者の利用に供することを目的とする公園」で都

市公園のうちの「幼児公園」と分類されています。

　公園の利用には福岡市公園条例等のルールが

定められており、事前の許可申請が必要な行為

や使用料が発生する行為もあります。利用にあ

たっては両保育園とも例外ではなく、行為許可

申請書等の提出が必要です。

　日常的に利用しているということで両保育園

は当然ながら頻繁にこの行為許可申請書を提出

しています。今のところ提出法は紙ベースに限

定されているとのことなので、私見ながらなる

べく早く電子化されるといいと願っています。

●「まちと一緒に育ち合う」

　開設されてから数年目の若い保育園が、好意

的に地域に迎え入れられているというものの、

多少のクレームはゼロではありません。「まち

と一緒に育ち合う」という方針通り、対話ととも

にその都度少しずつ成長していく心構えです。

●公園利用の方法の新しい展開を期待したい

　酒井さんが利用している制度は、公園愛護会

と行為許可申請の 2 つあります。特殊なもので

はありませんし、公園で遊ぶ、花壇の手入れを

する等の利用・管理も珍しいものではありませ

んが、利用する公園がごく身近にあって延時間

が大変長いこと、管理のプロセスや派生する地

域との対話を楽しんでいることで、新たな利用

者像となりつつある気がします。現在のところ、

この取組みが一般的な姿とまでは言えないと思

いますが、私の思い込みを軽く揺さぶり続け、

新たな利用者像がさらに生まれることを期待し

ています。　　　　　　　　　　（福吉　聡子）

　 八女市のアンテナショップ「八女本舗」に

焼酎「環」を出品

　平成 22 年度から都市住民と地元の方たちと

一緒に八女市上陽町の遊休農地を活用し、毎年、

5 月末～ 6 月初旬に焼酎用の芋（コガネセンガ

ン）苗を植え11月に収穫しています。「環」とは、

その収穫した芋で、隣の黒木町にある後藤酒造

場で製造してもらっている焼酎の名前です。

　「環」は、売り上げの一部を基金として積み

立て、毎年、八女市内でまちづくり活動や地域

を元気にする活動などに貢献している団体に助

成しています。このプロジェクトは、都市住民

と地元有志で組織した「八女市上陽町芋焼酎プ

ロジェクト実行委員会」で運営しています。

　令和元年には上陽町にある小中一貫校「上陽

北汭（ほくぜい）学園」のゴルフ部、令和 2 年

には八女市で活躍している太鼓集団「童衆（わ

らべしゅう）」に助成しました。

　太鼓集団「童衆」の方たちは、今では畑の草

見・聞・食 /近況

近　　　　況

みんなで公園の清掃古小烏公園の花壇の様子

公園愛護会　選択活動

・公園の樹木管理（中低木の刈込）

・公園の除草管理（機械除草等）

・公園内の便所清掃
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取り、収穫に手伝いにきていただき、大いに助

かっています。

　「環」は、製造ロットも少なく、基金を積み

立てている分、販売価格は割高になってしまう

こと、また積極的な営業展開ができていないこ

となどの理由で、なかなか売上が伸びていませ

ん。売上アップが課題となっています。

　今回、福岡市にある八女市のアンテナショッ

プ「八女本舗」に「環」を出品することになり

ました。待望の「環」、福岡市進出です。

　「環」は、藤の花から抽出した酵母を使用し、

麴は黄麴を使用しているため、少し甘めの焼酎

で、ロックがお薦めです。

　焼酎好きな方は、是非「環」を購入し、八女

地域に貢献していただければと思っています。

　「八女本舗」は福岡市渡辺通りの商業施設

「LOFT」の向かい側、バス停「渡辺通り南」の

すぐ目の前にありますので、この近くを通りか

かったときは、お店を覗いてみてください。

(山田　龍雄 )

きんきょう /ぶっくす

飲むほどに酔うほどに
地域が豊かになる焼酎
「環」は、八女本舗の
左奥の棚にあります

■ＢＯＯＫＳ

　オードリー・タンさん（以下、オードリー

氏）は、今となっては、多くの人がご存知だろ

う。全世界的に猛威を振るっている新型コロナ

ウイルス対策において、台湾はその初期段階に

おいて封じ込めに成功し、現在までも感染者数

を低く抑えているが、その立役者として紹介さ

れている。例えば、マスクをいち早く届けるた

めに生まれたマスクマップは、オードリー氏と

スラック（ビジネスチャットツール）上のシビッ

クハッカー（政府等がインターネットなどに公

開したデータを活用し、市民が利用しやすいよ

うなアプリやサービスを開発する人）により生

まれたものだ。

　私が本書を手に取ったのは、「デジタル化」

や「AI」とは何なのか、それらによって何がど

う変化するのか、変化にどのように向き合えば

よいかなどモヤモヤを抱えいた時に、大好きな

台湾で世界的に注目されていて年齢もほぼ変わ

らない人が、モヤモヤを解くヒントをくれそう

なタイトルの本を出していたからである。

　この本は、台湾におけるデジタル化において

何を大切にしているのか、その考えや進め方な

どを知ることが出来る。そして、本書を読み進

めると、それは何も台湾に限ったことではなく、

あらゆる国・地域で共通して大切にすべきこと

であるという想いを持つようになる。いくつか、

私が大切だなと思った文章を紹介したい。

・デジタルはあくまでも道具にすぎず、その成

否を握るかぎは活用する側にあることは言う

までもない…デジタルは国境や権威というも

のを越えて、様々な人々の意見を広く集める

ことに優れている。決して恐るべきものでは

ない（はじめに）

・創造力の定義というものは、状況に応じて常

に変化する…「この仕事をすれば、社会や環

境、経済にいい結果をもたらす。ある種の公

共利益をもたらす」といったことを自分の価

値の源にすべき（第一章 AI が開く新しい社

会）

・「みんなのことを、みんなで助け合う」こと

「オードリー・
タン　デジタ
ル と AI の 未
来を語る」

オードリー・タン著
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案が述べられている。地方再生の一つの手法と

して SC から官民連携型のソーシャライジング

センター・S о C への展開により、地方が抱え

る文化面、健康面、サードプレイスなど多様な

地域貢献ができる仕組みが提案されている。

※未来 SC 研究会によれば「単なるショッピングセン

ターではなく自己実現と社交活動を促す拠点」とさ

れている。　　　　　　　　 　　（山辺　眞一）

ＢＯＯＫＳ

が大事（第三章デジタル民主主義）

・「イノベーションとは、より弱い存在の人た

ちに優先して提供されるべき」ものであり、

それこそが誰も置き去りにしない「インク

ルージョン」。私たちの社会には、多種多様

な人たちが生きていることを忘れてはいけな

い（第四章ソーシャル・イノベーション）

・民主主義社会で仕事をする上では、見る人に

親近感を持ってもらうこと。見る人に嫌悪感

や困惑を与えるようなものに対して、誰も参

加して討論しようとは思わない。…民主主義

を健全に発展させるためにには、「いかにし

て人が寄り添うものにしていくか」が大きな

ポイント（第五章プログラミング思考）

　改めて本書を読み返すと、「誰一人取り残さ

ない社会をデジタルや AI を活用してつくって

いく」という考えが根底にあると感じる。

　デジタルや AI がもたらす変化、それを踏ま

えた社会のありようなどに関心のある方、そし

てオードリー氏に関心のある方にお勧めしま

す。　　　　　　　　　　　　　（山崎　裕行）

　日本にショッピングセンター（以下 SC）が誕

生して 50 年を迎え、その歴史を振り返り、こ

れからの 50 年の SC のあり方、新ビジネスモデ

ルを考えようという話がきっかけで出された本

である。著者の一人である未来 SC 研究会の岡

本さんからは、ソーシャライジングセンター※

の展開については何度も話を聞いていた。本書

は、SC の歴史から始まり、社会変化とともに抱

えてきた課題、そして未来型 SC への期待と可

能性、最後にソーシャライジングセンターの提

続 / 新ショッピ
ングセンター論

「突破する
SC ビジネス」

著者
大甕聡＆未来SC
研究会

第 1部 SC 半世紀の総括

第 1 章 ｢ 玉川高島屋ショッピングセンター ｣ の

軌跡

第 2 章 ｢ 日本ショッピングセンター協会 ｣ の設

立とあゆみ

第 3章 ｢ 日本式 SC 経営 ｣の新たな発展型を求め

て

第 2部 転換期の SC

第 1 章 生き残りを賭けた時代に

第 2章 SC 内部の課題

第 3章 外部構造からの影響と当面のあり方

第 3部 サスティナブルな未来型 SC を目指して

第 1章 SC モデルの多様化

第 3章 官民連携を加速する SC の可能性

第 4章 突破する SC ビジネスモデル－ ｢S о C｣

1 ソーシャライジングセンターの哲学的背景

2 S о C のマネジメントシステム

3 まちサポート会員システム

4 地域知財資料館

5 ソーシャライジング・テナントミックス

6 S о C の事業成立性


